
神戸峰男

発行＝公益社団法人 日展 〒１１０-０００２ 東京都台東区上野桜木２―４―１ TEL０３（３８２１）０４５３（年３回発行）

編集兼発行人

雨もよい 海野建夫

第８６回 定 時 総 会

令和４年７月７日発行https://www.nitten.or.jp/



日
展
理
事
長
退
任
に
際
し
て

奥

田

小
由
女

改
組
新

第
一
回
日
展
か
ら
第
八
回
日
展
ま
で
四
期
・
八
年

間
日
展
理
事
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
き
、
此
の
度
、
退
任
致
す

事
に
な
り
ま
し
た
。
日
展
改
革
期
の
試
練
の
多
い
な
か
、
日

展
五
科
の
皆
様
が
、
一
丸
と
な
っ
て
支
え
て
下
さ
り
、
日
展

を
守
ろ
う
と
い
う
力
を
与
え
て
い
た
だ
き
、
事
態
を
乗
り
切

る
事
が
出
来
ま
し
た
事
に
、
日
展
作
家
の
皆
様
に
心
か
ら
感

謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

次
の
時
代
の
日
展
は
、
宮
田
新
理
事
長
の
も
と
、
新
体
制

で
明
る
く
輝
い
て
ゆ
く
事
を
確
信
し
て
、
日
展
の
更
な
る
発

展
を
祈
念
致
し
ま
す
。

日
展
理
事
長
に
就
任
し
て

宮

田

亮

平

四
期
八
年
の
大
改
革
を
成
し
得
た
奥
田
理
事
長
の
あ
と
、

こ
の
度
、
図
ら
ず
も
理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、
歴
史
あ
る
日

本
の
文
化
芸
術
を
牽
引
さ
れ
て
き
ま
し
た
日
展
の
理
事
長
を

仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
大
変
緊
張
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
身

に
余
る
大
役
で
す
が
、
微
力
な
が
ら
先
輩
諸
氏
の
数
々
の
ご

業
績
の
上
に
築
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
こ
の
素
晴
ら
し
い
日
展

の
益
々
の
発
展
の
た
め
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
く
存

じ
ま
す
。
な
に
と
ぞ
皆
様
の
御
支
援
御
指
導
を
賜
り
た
く
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
展
副
理
事
長
・
事
務
局
長
に
就
任
し
て

神

戸

峰

男

こ
の
度
、
副
理
事
長
の
再
任
に
加
え
、
新
た
に
事
務
局
長
の

重
責
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
土
屋

一
前
事
務
局
長
の
後
任

と
し
て
、
そ
の
責
務
の
重
要
性
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

一
世
紀
に
渡
る
日
展
の
歴
史
の
中
で
、
今
程
そ
の
組
織
の
在

り
よ
う
が
問
わ
れ
て
い
る
時
は
あ
り
ま
せ
ん
。
各
々
の
作
家
が

各
々
の
自
覚
の
下
、
美
へ
の
確
信
と
自
信
を
持
ち
、
創
作
に
挑

ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。
日
展
作
家
の
結
集
が
、

大
き
な
力
と
成
り
得
る
こ
と
を
信
じ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
展
副
理
事
長
に
就
任
し
て

土

屋

一

奥
田
理
事
長
の
下
で
八
年
に
わ
た
り
事
務
局
長
と
云
う
重

責
を
、
微
力
な
が
ら
皆
様
方
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
終
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
と
共
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
つ
づ
い
て
副
理
事
長
の
一
人
と
し
て
の
大
任
を
仰
せ
つ
か

り
、
改
め
て
精
進
努
力
を
自
ら
に
云
い
き
か
せ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
御
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

日
展
副
理
事
長
に
就
任
し
て

佐

藤

哲

日
展
改
革
を
推
し
進
め
て
厳
し
い
状
況
を
乗
り
切
っ
て
下

さ
っ
た
奥
田
理
事
長
の
後
を
受
け
、
宮
田
新
理
事
長
を
始
め
と

す
る
新
体
制
で
必
ず
や
日
展
は
発
展
し
て
い
く
も
の
と
信
じ
て

い
ま
す
。
そ
の
為
に
は
会
員
の
皆
様
の
声
を
聞
か
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。

私
達
は
作
家
集
団
で
す
。
作
品
の
向
上
を
目
指
し
て
が
ん
ば

り
ま
し
ょ
う
。

日
展
副
理
事
長
に
就
任
し
て

黒

田

賢

一

こ
の
度
、
副
理
事
長
を
再
度
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
日
展
は

奥
田
前
理
事
長
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
、
厳
し
い
改

革
の
時
期
を
経
て
、
大
い
な
る
信
頼
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
宮
田
新
理
事
長
の
も
と
、

未
来
を
見
据
え
、
さ
ら
な
る
発
展
を
め
ざ
し
て
、
少
し
で
も
お

役
に
立
て
る
よ
う
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と

よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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第
８６
回
定
時
総
会
報
告

日

時

令
和
四
年
五
月
三
十
一
日

午
後
二
時

場

所

上
野
精
養
軒

桜
の
間

出

席

四
〇
一
名
（
含
議
決
権
行
使
書
）

奥
田
理
事
長
が
議
長
と
な
り
、
左
記

の
事
項
に
つ
い
て
報
告
、
説
明
し
承
認

可
決
し
た
。

令
和
三
年
度
事
業
報
告
承
認
に
つ
い
て

令
和
三
年
度
決
算
承
認
に
つ
い
て

令
和
四
年
度
事
業
計
画
書
報
告
に
つ
い
て

令
和
四
年
度
収
支
予
算
書
等
報
告
に
つ
い
て

会
員
人
事
報
告
に
つ
い
て

選
定
顧
問
報
告
に
つ
い
て

理
事
・
監
事
の
改
選
承
認
に
つ
い
て

そ
の
他
の
報
告
事
項

１

日
展
規
則
の
一
部
変
更
報
告
に

つ
い
て

２

令
和
四
年
度
称
号
授
与
予
定
者

報
告
に
つ
い
て

３

第
八
回
日
展
巡
回
展
開
催
報
告
に

つ
い
て
他

な
お
、総
会
終
了
後
、別
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た

理
事
会
に
お
い
て
理
事
長
・
副
理
事
長
を
選
定
し
た
。

役
員
・
会
員
新
人
事

令
和
四
年
五
月
三
十
一
日
付

新

顧

問

工
芸
美
術

奥
田
小
由
女

書
井
茂

圭
洞

理

事
理
事
長

宮
田

亮
平

副
理
事
長

事
務
局
長

神
戸

峰
男

副
理
事
長

土
屋

一

副
理
事
長

佐
藤

哲

副
理
事
長

黒
田

賢
一

（
◎
は
理
事
長

◇
は
副
理
事
長
）

日
本
画

◇
土
屋

一

福
田

千
惠

村
居

正
之

山
﨑

隆
夫

渡
辺

信
喜

洋

画
小
灘

一
紀

◇
佐
藤

哲

斎
藤

秀
夫

町
田

博
文

湯
山

俊
久

彫

刻

◇
神
戸

峰
男

能
島

征
二

宮
瀬

富
之

山
田

朝
彦

山
本

眞
輔

工
芸
美
術

井
隼

慶
人

春
山

文
典

三
田
村
有
純

◎
宮
田

亮
平

吉
賀

將
夫

書◇
黒
田

賢
一

髙
木

聖
雨

土
橋

靖
子

星

弘
道

真
神

巍
堂

外

部
河
野

元
昭

松
本

正
之

監

事
洋

画
難
波

滋

彫

刻
池
川

直

書
牛
窪

梧
十

新
会
員

令
和
四
年
三
月
二
十
四
日
開
催
の
理

事
会
に
お
い
て
、
左
記
二
十
二
名
が
選

出
さ
れ
た
。

令
和
四
年
四
月
一
日
付

日
本
画

岡
本

明
久

佐
藤
和
歌
子

谷
川

将
樹

寺
島

節
朗

林

秀
樹

洋

画
一
の
瀬

洋

彫

刻
清
島

浩
徳

鈴
木
紹
陶
武

鈴
木

徹
男

中
口

一
也

工
芸
美
術

十
二
町

薫

谷
口

勇
三

南

正
剛

向
井

弘
子

向
山
伊
保
江

書
石
坂

雅
彦

倉
橋

奇
艸

澤
田

虚
遊

寺
坂

昌
三

歳
森

芳
樹

森
上

光
月

吉
澤

石
琥
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新
準
会
員

令
和
四
年
三
月
二
十
四
日
開
催
の
理

事
会
に
お
い
て
、
左
記
一
八
名
が
選
出

さ
れ
た
。

令
和
四
年
四
月
一
日
付

第
一
科

日
本
画
（
四
名
）

谷
野

剛
史

辻
野

宗
一

宮
原

剛

行
近
壯
之
助

第
二
科

洋

画
（
三
名
）

池
上
わ
か
な

吉
川

和
典

本
田

年
男

第
三
科

彫

刻
（
四
名
）

秋
田

美
鈴

近
藤

哲
夫

重
政

信
明

丹
羽

俊
揮

第
四
科

工
芸
美
術
（
二
名
）

繁
昌

孝
二

山
口

和
子

第
五
科

書
（
五
名
）

川
合

玄
鳳

長
井

素
軒

中
村

史
朗

藤
川

翠
香

山
内

香
鶴

新
会
友

令
和
四
年
三
月
二
十
四
日
開
催
の
理

事
会
に
お
い
て
、
左
記
一
一
二
名
が
選

出
さ
れ
た
。

令
和
四
年
四
月
一
日
付

第
一
科

日
本
画
（
五
名
）

青
野

圭
花

小
熊
香
奈
子

大
野

忠
司

榊
原
孔
美
子

白
川
奈
央
子

第
二
科

洋

画
（
二
十
八
名
）

五
十
嵐
拓
也

伊
藤

隆

有
働

孝
昭

上
品

博
保

小
田

昇

大
野

一
秀

大
橋

良
子

大
森
ま
さ
代

大
山

富
夫

沖
津

達
也

沖
村

徳
恵

海
部

洋

菊
池

一
雄

久
保

尚
子

近
藤

克
子

近
藤

憲
男

田
中

知
子

仲
原

正
博

馬
場

和
男

長
谷
川
よ
し
美

政
木
久
美
子

松
島

良
一

宮
下

陽
子

宮
本

佳
子

山
根

隆

山
本
容
梓
子

吉
田

直
未

渡
邊

正
博

第
三
科

彫

刻
（
六
名
）

谷
本
伊
都
子

西
沢
明
比
児

細
川

忠
夫

町
野

紗
恭

最
上

健

山
川

芳
洋

第
四
科

工
芸
美
術
（
二
十
五
名
）

赤
染

恒
子

秋
永

尚
子

井
上
絵
美
子

伊
藤

典
子

今
林

久

岡
﨑
ま
り
こ

加
藤

栄
美

北
島

直
美

小
谷
内
和
央

佐
藤

敦
子

髙
原

茂
嘉

竹
村

岳

土
橋

恵

中
村

茂
子

西
田

亮
榮

野
村

拓
功

橋
村

一
彦

平
野

英
史

平
野
由
美
子

藤
田

晃
一

松
本
由
紀
子

政
所

新
二

室
井
聖
太
郎

森
本

强

山
本

啓
二

第
五
科

書
（
四
十
八
名
）

青
木

聴
雪

秋
山

繭
子

浅
井
佐
茅
子

新
井

崇
子

井
上

広
登

井
森

敏
美

家
田

馨
子

石
田

廣
子

板
倉

由
枝

今
井

藍
雪

今
居

青
桃

上
野
佐
登
美

上
原

松
泉

植
林

山
華

内
村

明
幹

金
子

轍
史

鎌
倉

雅
代

北
村

鐘
石

小
林

和
香

佐
藤

帯
雪

佐
藤

美
風

阪
野

鑑

目

純
子

清
水

ま
み

嶋
田

白
染

鈴
木

宗
美

多
田

佳
秀

髙
間

明
子

竹
山

昶
伯

時
崎

伍
鳳

富
永

蘇
泉

中
村
裕
美
子

永
田

一
晴

滑
田

燿
齋

西
野

香
葉

西
山

恵
子

浜
川

廣
園

坂
東

恵
風

廣
田

玲
子

本
間

翠
眉

松
尾

美
舟

松
本
純
美
代

三
浦

映
泉

森
上

象
玉

山
上

庸
子

山
火

葉
舟

山
本

景
苑

依
田
希
代
子
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第
９
回
日
本
美
術
展
覧
会

会

場

国
立
新
美
術
館

東
京
都
港
区
六
本
木
７
―
２２
―
２

会

期

令
和
４
年
１１
月
４
日
（
金
）
〜
１１
月
２７
日
（
日
）

休
館
日

毎
週
火
曜
日

観
覧
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
６
時
（
入
場
は
午
後
５
時
３０
分
ま
で
）

主

催

公
益
社
団
法
人

日
展

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
入
場
制
限
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
下
さ
い
。

最
新
の
開
催
情
報
は「
日
展
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」https://nitten.or.jp/

で
ご
確
認
下
さ
い
。

本
年
度
の
開
催
要
綱
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

ご
応
募
の
流
れ

封
筒
に
左
記
の
も
の
を
同
封
の
上
、
日
展
事
務
局
宛
に
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

・
部
数
に
応
じ
た
送
料
分
の
切
手

・
必
要
部
数
、
送
付
先
の
住
所
、
氏
名
を
明
記
し
た
紙

〈
送
付
先
〉

〒
１１０
―
０００２
東
京
都
台
東
区
上
野
桜
木
２
―

４
―

１
「
日
展
事
務
局
出
品
申
込
書
係
」
宛

送
料：

１
〜
２
部
１
４
０
円
、
３
部
２
１
０
円
、
４
〜
６
部
２
５
０
円

６
部
以
上
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
℡
０
３（
３
８
２
１
）０
４
５
３

※
返
信
用
封
筒
は
不
要
で
す
。

※
速
達
を
ご
希
望
の
方
は
、
速
達
希
望
と
明
記
の
上

送
料
＋
速
達
料
金
（
２
６
０
円
）
の
切
手
を
あ
わ
せ
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

切
手
が
事
務
局
に
到
着
次
第
、
左
記
の
書
類
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

・
開
催
要
綱

・
出
品
申
込
書

・
鑑
査
結
果
通
知
用
の
封
筒

【
個
人
搬
入
の
方
】

各
部
門
で
決
め
ら
れ
た
搬
入
日
お
よ
び
搬
入
場
所
（
開
催
要
綱
参
照
）
に
、

出
品
申
込
書
・
鑑
査
結
果
通
知
用
の
封
筒
・
出
品
手
数
料
（
１
２
、０
０
０
円
）

を
添
え
て
、
作
品
を
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

【
搬
入
業
者
を
ご
利
用
の
方
】

各
搬
入
業
者
の
所
定
の
手
続
き
に
し
た
が
い
、
作
品
の
搬
入
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。
業
者
ご
と
に
締
切
期
日
等
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

細
は
直
接
各
社
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
宅
配
便
で
の
受
付
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
）

日
展
会
員
、
準
会
員
、
会
友
の
方
々
の
出
品
票
発
送
予
定

〇
会
員
、
準
会
員
、
前
年
度
特
選
受
賞
者：

９
月
初
旬
頃

〇
会
友：

８
月
中
旬
か
ら
下
旬
頃

応募に必要な
資料の請求
（切手を郵送）

日展事務局より
開催要綱・出品
申込書等を郵送

作品の搬入 ⬅⬅
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〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
〰
〰
〰
〰
〰 〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰

ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す新

会
員
よ
り

初入選から４６年目、審査員を拝命致し緊張の中、諸先輩より受け
継がれた責任ある立場を自負し、務めさせていただきました。新たな
る出発と自覚して、日本画の健全な発展を願いつつ日々の精進を重
ねて参ります。

日本画 岡本明久

作品図版
第８回日展出品作
２０２１（令和３年）

この度日展会員にご承認頂きました
事、初心に返り身の引き締まる思いを
強く感じております。
これまでと同様、弛みなく自然と対
話し、作品に真摯に向き合う姿勢を崩
さず、制作に取り組んで参ります。

日本画 佐藤和歌子

今春から会員として歩ませていただける事に感謝申し上げます。２００６年の初入
選から出品を重ねて参りましたが、挑戦の心持ちに変わりありません。
立場は変わりましたが、今までどおりの姿勢で画業に勤しみ、自己の表現を深掘
りしていきたいと思います。

日本画 谷川将樹

この度日展会員へ推挙頂き感謝してお
ります。ただ、一歩一歩歩んでまいりまし
た。これからも、自分の中にある思いに対
して、努力してまいりたいと思います。

日本画 寺島節朗

会員となっても変わらないことは、対象
と画面とに対峙し、自分の絵画を追求する
こと。会員となって変わらなければならな
いことは、その自分に対し様々な面でより
厳しくならなくてはいけないことだと思っ
ています。

日本画 林 秀樹

この度、長い歴史ある日展の会員を拝命い
たしましたことを、諸先生方々、関係の皆様
に心より感謝申し上げます。日展会員の名に
恥じぬよう今後とも常に新しい試みに挑戦し
ながら精進してまいりたいと思います。

彫刻 清島浩徳

日本の歴史が生み出した美し
さや、その思いを基本とし、大自
然から学んで、自己啓発を致し制
作研究に打ち込んで参ります。

洋画 一の瀬 洋

《願う》 寺島節朗

《御嶽の麓》 一の瀬 洋

《森羅》 佐藤和歌子

《水域》 林 秀樹

《去る時》 谷川将樹

《黄金比》 岡本明久

《Ballad of Mononofu》
清島浩徳

第１８１号 日展ニュース ６



幼い頃より憧れていた日展。会員にご推挙頂き
作家としての節目を迎えたことに歓びと共に責
任を感じております。彫刻を通して何を表現した
いのか、何が表現できるのか、より一層研鑽を積
んでまいります。

彫刻 鈴木紹陶武

この度は、日展会員の委嘱を賜り有難く感謝
申し上げます。会員としての自覚と品格を保
ち、その一員としてお役に立てますよう尽力す
る所存です。

彫刻 鈴木徹男

この度は、日展会員に承認して頂き身の
引きしまる思いです。初入選から４１年が過
ぎましたが、初心に帰り作品制作に取り組
んでいきたいと思います。

彫刻 中口一也

この度、会員となり大きな喜びと共に責任の重大
さを痛感しております。鑑査結果通知が届くたび、
気に病んでいた事が昨日の事のように思い出され
ます。今後も作品に想いを込め真摯に向き合って参
りたいと思っております。

工芸美術 十二町 薫

栄誉ある日展会員にご承認いただきまして感謝を申し上げます。
美術を志し４０年余が過ぎましたが、初心を忘れず、制作に慈しみをもって
精進して参りたいと存じます。

工芸美術 向山伊保江

凡才という才能が、私に創作を、こ
こまで続けさせてくれました。（凡才
に感謝）感謝のしるしを、この節目
に、新たな創作への意気込みに換え、
ブレない歩みを続けて行く気概であ
ります。（さあ、これからが本番）

工芸美術 谷口勇三

この十数年、海外取材にテーマを求
め、異なる自然、風土、歴史、文化か
らエネルギーを得てきました。同様に
長いスパンで『日展』を捉え、先達の
先生方の仕事を自らの範とし、一日一
日、制作に励んでいきたいと思います。

工芸美術 向井弘子

今ある自分を育て、導いてくれた「日展」そして「恩師」に、心よりの感謝の念を
抱き、これからも創作活動に精進してまいります。
また、創作の苦しみや不安を乗り越えた時に得られる「達成感や喜び」を次代を

担う人々と共有、協力して明日の日展のためになれたら幸いと考えております。
工芸美術 南 正剛

《夢想》 鈴木徹男

《雲外蒼天》
十二町 薫

《浮・此の先にあるもの》
向山伊保江

《アナトリアの風》 向井弘子

《臨界譜》 谷口勇三

《氷裂２０２１》 南 正剛

《コアラのひるね》
鈴木紹陶武

《思流》 中口一也

７ 日展ニュース 第１８１号



この度会員を拝命し、光栄に思っております。会員の第一の責務は作品制作。伝統に則り
ながらも現代性溢れる生き生きとした魅力ある書を目指し、日展のお役に立ちたいと思って
おります。

書 石坂雅彦

この度、伝統ある日展の会員に加え
て頂く事となり、大変光栄に思うと同
時に、重圧を感じています。これまで
ご指導頂いた恩師、支えてもらった家
族や仲間に感謝しつつ、更なる精進を
していく所存でございます。

書 森上光月

まず写実的な臨書を書く。特に骨格重視で、次に自分
らしさも加味した臨書を試みる。臨書の方法を種々工
夫することで、作品がどう変化してゆくかを試したい。
それには日々の研鑽が不可欠と思っています。

書 澤田虚遊

責任ある立場として身の引き締まる思いです。諸先生方が作り上げて来た日展の伝統を損
なわぬように挑戦する気持ちを忘れず、一歩一歩前進し、一会員として自己を高めてまいり
たいと思います。

書 吉澤石琥

２５歳の時から、一年の総決算として出品を続
けてきた日展。その日展においてこの度、会員
という重責を拝命し、粛然たる思いです。果て
のないこの道ですが、一層の精進を重ねて行こ
うと思いも新たにしております。

書 倉橋奇艸

師匠や先輩方が導き示して下さり今日があること
に深く感謝しております。日展を通じて、書の文化
の継承と発展に少しでも貢献するべく精進を重ねて
まいります。

書 歳森芳樹

この度は日展会員という栄誉を賜り感謝申し上げ
ます。大学で書道コースの教員をしていますので、
若い世代の育成に努めたいと思います。書作家とし
ては、淡々と古筆を基盤とした学びを深めていきた
いと考えています。

書 寺坂昌三

《杜甫詩》 石坂雅彦

《貧窮問答歌 一》 倉橋奇艸

《王文治詩》 歳森芳樹

《雪・梅・桜》 寺坂昌三

《眞機》 澤田虚遊

《春の月》 森上光月

《山行雑咏》
古澤石琥
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賛
助
会
員
制
度
《
日
展
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
》

（
掲
載
希
望
者
の
み

令
和
４
年
６
月
６
日
現
在
）

●
個
人

青
木
晃
子
様

東

晋
一
郎
様

新
井
演
子
様

飯
田
真
未
様

石
崎
國
夫
様

井
谷
善
惠
様

井
上
道
守
様

今
田
功
一
様

今
村
忠
司
様

岩
田

薫
様

奥
田
節
子
様

角
井

博
様

梶
山
純
子
様

金
子
美
和
様

兼
重
勇
希
様

岸
野

田
様

栗
原
直
子
様

呉

祐
輔
様

黒
田
浩
平
様

児
玉
安
司
様

近
藤
禎
男
様

坂
本
美
賀
子
様

佐
川
か
お
る
様

佐
藤
大
悟
様

澤
田
優
也
様

島
谷
弘
幸
様

鈴
木
千
壽
様

髙
木
寛
史
様

田
頭
明
子
様

田
頭
益
美
様

髙
橋
千
笑
様

竹
尾
明
子
様

竹
本
葉
子
様

土
橋
正
彦
様

土
屋
礼
央
様

寺
岡
宏
高
様

中
谷
幸
司
様

中
原
有
三
様

西
田
俊
通
様

西
村
潤
帰
様

西
村
友
子
様

野
田
裕
一
様

藤
田
理
恵
子
様

藤
本
真
之
様

堀

稲
子
様

宮
島
幸
男
様

宮
原
和
朗
様

村
里

暁
様

森
嶌
順
子
様

●
法
人
・
団
体

株
式
会
社
Ｉ
Ｄ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
様

医
療
法
人
社
団
永
寿
会
様

株
式
会
社
大
垣
共
立
銀
行
様

株
式
会
社
玉
蘭
堂
様

謙
慎
書
道
会
様

ゴ
ー
ル
デ
ン
文
具
株
式
会
社
様

株
式
会
社
靖
雅
堂
夏
目
美
術
店
様

公
益
社
団
法
人
創
玄
書
道
会
様

株
式
会
社
高
山
草
月
堂
様

株
式
会
社
筑
波
銀
行
様

Ｔ
＆
Ｔ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
法
律
事
務
所
様

東
洋
額
装
株
式
会
社
様

公
益
社
団
法
人
日
本
書
芸
院
様

一
般
財
団
法
人
ビ
オ
ト
ピ
ア
財
団
様

福
井
素
鳳
堂
様

株
式
会
社
便
利
堂
様

有
限
会
社
丸
栄
堂
様

有
限
会
社
み
な
せ
筆
本
舗
様

株
式
会
社
ミ
ラ
イ
ト
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
様

一
般
財
団
法
人
桃
園
学
園
様

株
式
会
社
谷
中
田
美
術
様

株
式
会
社
湯
山
春
峰
堂
様

菱
三
印
刷
株
式
会
社
様

株
式
会
社
リ
ン
ク
ス
様

株
式
会
社
和
光
様

〜
夏
休
み
一
日
Ａ
Ｒ
Ｔ
体
験
〜

ワ

ン

デ

イ

ア

ー

ト

第
１８
回
『
Ｏ
ｎ
ｅ
ｄ
ａ
ｙ

Ａ
ｒ
ｔ
』

制
作
の
体
験
だ
け
じ
ゃ
な
い
、「
作

家
」
を
、「
展
覧
会
」
を
体
験
で
き
る

『
Ｏ
ｎ
ｅ
ｄ
ａ
ｙ

Ａ
ｒ
ｔ
』。
１８
年

目
の
今
年
も
挑
戦
は
続
き
ま
す
。

日
展
作
家
が
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

（
保
護
者
の
皆
様
へ
）

「
作
品
を
つ
く
る
」
体
験
を
し
、作

品
や
作
家
と
の
か
か
わ
り
を
通
し
て
、

多
様
な
世
界
観
を
学
ん
で
ほ
し
い
。

日
展
の
芸
術
文
化
普
及
活
動
で
す
。

主
催公

益
社
団
法
人

日

展

開
催
日
程

７
月
２３
日（
土
）工
芸
美
術（
陶
）

７
月
２４
日（
日
）彫
刻

７
月
２６
日（
火
）洋
画

７
月
３１
日（
日
）日
本
画

８
月
６
日（
土
）書

※
時
間
は
各
回
で
異
な
り
ま
す
。

☆
作
品
展
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
行
い
ま
す
。

場
所日

展
会
館

東
京
都
台
東
区
上
野
桜
木
２
―

４
―

１

参
加
費
（
※
教
材
費
等
）

１
名

二
、
五
〇
〇
円

指
導
作
家
・
内
容

※
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

応
募
方
法

★
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
学

年
・
希
望
日
（
必
ず
第
２
希
望

ま
で
）
を
明
記
。

★
子
供
が
２
名
以
上
で
参
加
希
望

の
場
合
は
、
参
加
者
全
員
の
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
学
年
・

希
望
日
を
記
入

★
保
護
者
が
実
技
参
加
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
参
加
の
有
無
と

氏
名
を
必
ず
記
入
し
て
下
さ
い
。

※
締
め
切
り
７
月
１５
日（
必
着
）

定
員

各
回

４０
名
程
度

※
見
学
の
大
人
は
人
数
に
含
ま
な
い（昨年の様子）

参加者募集 !
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学
び
と
制
作

（
書
）

　森

　上

　洋

　光

徳
島
県
で
漢
字
書

道
の
作
品
制
作
に
傾

注
し
て
い
ま
す
。

歴
史
を
越
え
て
伝

わ
る
文
字
史
料
や
名

筆
に
触
れ
る
取
り
組

み
は
滋
味
深
く
、
復

習
す
れ
ば
生
じ
る
新

た
な
課
題
に
学
び
の

醍
醐
味
を
感
じ
ま
す
。

技
術
は
も
ち
ろ
ん
、

こ
と
ば
と
と
も
に
時

代
や
考
え
方
も
表
れ

て
い
て
、
そ
の
解
釈

の
仕
方
に
も
様
々
な

経
験
が
必
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

雄
大
な
吉
野
川
の
流
れ
と
水
面
を
渡
る
風
、
生
物
の
営

み
に
季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
な
が
ら
、
心
身
の
バ
ラ
ン
ス

に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。
刻
々
と
変
化
す
る
社
会
の
中
で
、

学
び
と
制
作
の
循
環
か
ら
整
理
と
調
和
を
図
り
、
い
か
に

説
得
力
あ
る
表
現
に
つ
な
げ
ら
れ
る
か
。
高
い
目
標
を
掲

げ
、
今
の
自
分
に
で
き
る
「
無
垢
な
る
表
出
」
を
重
視
す

る
こ
と
で
、
普
遍
性
も
加
え
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
思
い
が
集
ま
る
日
展
に
出
品
で
き
る
こ
と

は
喜
び
で
あ
り
、
作
品
か
ら
制
作
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
う

か
が
う
貴
重
な
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
私
に
と
っ
て
、
学

び
と
制
作
に
生
き
る
毎
日
を
後
押
し
す
る
励
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。�

（
徳
島
県
在
住
）

私
と
日
展

（
洋
画
）

　半

　田

　豊

　和

　

私
は
富
山
県
に
在
住
し
、
仕
事
を
し
な
が
ら
日

展
に
出
品
し
て
い
ま
す
。

毎
年
絵
の
構
想
か
ら
始
め
て
、
半
年
の
時
間
を

か
け
、
一
筆
一
筆
を
積
み
上
げ
て
タ
ブ
ロ
ー
を
完

成
さ
せ
る
の
は
、
さ
な
が
ら
建
築
の
よ
う
な
楽
し

み
と
難
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
搬
入
後
は
ま

る
で
合
格
を
待
つ
受
験
生
の
よ
う
な
気
持
ち
と
な

る
の
で
す
。
か
く
し
て
一
〇
〇
号
の
画
面
を
制
作

し
、
出
品
し
て
評
価
を
受
け
、
展
示
さ
れ
る
（
展

示
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
）
と
い
う
一
連

の
事
は
私
に
と
っ
て
自
己
実
現
の
手
段
と
な
り
ま
す
。

深
夜
に
、
一
人
自
分
の
作
品
の
前
に
た
た
ず
ん
で
描
き

か
け
の
自
作
と
対
話
し
て
い
る
と
、
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
や
レ
ン

ブ
ラ
ン
ト
の
よ
う
な
古
の
巨
匠
が
優
し
く
微
笑
み
か
け
て

く
れ
る
よ
う
な
心
持
ち
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ラ
ス

コ
ー
の
洞
窟
画
を
制
作
し
た
古
代
の
人
々
に
ま
で
つ
な
が

る
人
間
の
「
絵
を
愛
す
る
心
」
と
連
な
る
幸
福
な
時
間
で

す
。刺

激
の
少
な
い
地
方
都
市
か
ら
日
展
に
出
品
し
続
け
る

の
は
、
時
に
困
難
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
自
分
の
描
く

作
品
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
っ
て
、
作
品
を
作
り
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

�

（
富
山
県
在
住
）

地
元
の
人
々
と
と
も
に

�

遠
く
離
れ
た
友
人
た
ち
と
と
も
に　
　

（
彫
刻
）

　灰

　塚

　み
ゆ
き

私
の
住
む
福
岡
県
小
郡
市
は
、
田
ん
ぼ
と
畑
に
囲
ま
れ

た
の
ど
か
な
と
こ
ろ
で
す
。
実
家
の
車
庫
で
制
作
を
し
て

い
ま
す
。
道
路
に
面
し
て
い
る
の
で
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
開

け
て
制
作
し
て
い
る
と
、
近
所
の
方
が
話
し
か
け
て
く
だ

さ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

穏
や
か
な
表
情
で
、
い
つ
も
植
物
を
山
の
よ
う
に
抱
え

て
散
歩
を
し
て
い
る
お
姉
さ
ん
は
、
染
織
の
勉
強
中
だ
そ

う
で
す
。
毎
回
全
身
真
っ
赤
な
服
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
し

て
い
る
お
じ
さ
ん
は
、
仏
師
だ
っ
た
お
じ
い
さ
ん
の
話
を

し
て
く
れ
ま
す
。
自
ら
脚
立
に
登
っ
て
柿
の
木
を
剪
定
す

る
パ
ワ
フ
ル
な
七
十
歳
を
過
ぎ
た
お
ば
あ
さ
ん
は
日
本
画

家
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
出
会
い
か
ら
ご
縁
が
つ
な
が
り
、
一
昨
年
、

地
元
の
文
化
財
の
建
物
で
個
展
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

十
数
年
前
に
大
学
を
出
て
地
元
に
戻
っ
た
時
、
制
作
活

動
の
悩
み
や
喜
び

を
日
夜
語
り
合
え

る
友
達
が
い
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
に
寂
し
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
し

か
し
今
は
、
生
ま

れ
育
っ
た
場
所

で
、
周
囲
の
方
々

と
関
わ
り
を
も
ち

な
が
ら
日
々
制
作

に
励
み
、
遠
方
の

友
人
と
共
に
日
展

に
挑
戦
で
き
る
生

活
を
嬉
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。

�

（
福
岡
県
在
住
）
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風
土
を
生
か
し
、
自
分
の
思
い
を
作
品
に
！

（
工
芸
美
術
）

　尾

　澤

　
　勇

東
京
都
出
身
で
大
学
院
在
学
時
の
第
二
十
一
回
日
展
に

初
入
選
し
て
以
来
、
鍛
金
の
制
作
出
品
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
卒
業
後
、
美
術
・
工
芸
の
教
員
と
し
て
、
東
京
か
ら

広
島
、
東
京
そ
し
て
秋
田
に
赴
任
し
工
芸
文
化
の
啓
発
と

美
術
・
工
芸
の
教
員
養
成
、
人
材
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
本
各
地
に
赴
任
し
た
経
験
か
ら
、
各
地
の
方
々
が
地
元

の
伝
統
文
化
の
価
値
に
、
当
た
り
前
す
ぎ
て
気
づ
け
て
い

な
い
の
か
な
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

日
本
の
工
芸
文
化
は
、
そ
の
地
域
の
自
然
や
風
土
に
根

ざ
し
た
素
材
や
技
法
、
題
材
な
ど
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

私
も
そ
れ
を
生
か
し
た
い
と
思
い
、
モ
チ
ー
フ
な
ど
、
秋

田
の
自
然
や
風
土
か
ら
触
発
さ
れ
た
作
品

を
制
作
し
て
い
ま
す
。
冬
の
厳
し
さ
を
乗

り
越
え
、
花
々
や
草
木
、
山
々
、
風
、
雲

な
ど
春
の
喜
び
は
東
北
な
ら
で
は
で
す
。

四
季
折
々
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
強
さ
を
感
じ

ま
す
。

作
品
は
自
分
自
身
で
抱
え
て
搬
入
し
て

い
ま
す
。
搬
入
間
近
に
台
風
や
災
害
の
影

響
で
交
通
機
関
の
運
休
を
何
度
か
経
験
す

る
な
ど
、
苦
労
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
風
土
を
生
か
し
、
制
作
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�（
秋
田
県
在
住
）

地
元
の
人
々
と
と
も
に

�

遠
く
離
れ
た
友
人
た
ち
と
と
も
に　
　

（
彫
刻
）

　灰

　塚

　み
ゆ
き

私
の
住
む
福
岡
県
小
郡
市
は
、
田
ん
ぼ
と
畑
に
囲
ま
れ

た
の
ど
か
な
と
こ
ろ
で
す
。
実
家
の
車
庫
で
制
作
を
し
て

い
ま
す
。
道
路
に
面
し
て
い
る
の
で
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
開

け
て
制
作
し
て
い
る
と
、
近
所
の
方
が
話
し
か
け
て
く
だ

さ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

穏
や
か
な
表
情
で
、
い
つ
も
植
物
を
山
の
よ
う
に
抱
え

て
散
歩
を
し
て
い
る
お
姉
さ
ん
は
、
染
織
の
勉
強
中
だ
そ

う
で
す
。
毎
回
全
身
真
っ
赤
な
服
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
し

て
い
る
お
じ
さ
ん
は
、
仏
師
だ
っ
た
お
じ
い
さ
ん
の
話
を

し
て
く
れ
ま
す
。
自
ら
脚
立
に
登
っ
て
柿
の
木
を
剪
定
す

る
パ
ワ
フ
ル
な
七
十
歳
を
過
ぎ
た
お
ば
あ
さ
ん
は
日
本
画

家
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
出
会
い
か
ら
ご
縁
が
つ
な
が
り
、
一
昨
年
、

地
元
の
文
化
財
の
建
物
で
個
展
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

十
数
年
前
に
大
学
を
出
て
地
元
に
戻
っ
た
時
、
制
作
活

動
の
悩
み
や
喜
び

を
日
夜
語
り
合
え

る
友
達
が
い
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
に
寂
し
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
し

か
し
今
は
、
生
ま

れ
育
っ
た
場
所

で
、
周
囲
の
方
々

と
関
わ
り
を
も
ち

な
が
ら
日
々
制
作

に
励
み
、
遠
方
の

友
人
と
共
に
日
展

に
挑
戦
で
き
る
生

活
を
嬉
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。

�

（
福
岡
県
在
住
）

山
陰
の
自
然
と
少
年
た
ち
を
描
い
て

（
日
本
画
）

　岸

　本

　
　章

昭
和
五
十
七
年
、
十
年
振
り
に
東
京
か
ら
帰
っ
た
私
に
、

山
陰
の
美
し
い
自
然
と
暮
ら
し
は
新
鮮
な
感
動
を
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。

四
季
折
々
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
る
大

山
。
出
雲
に
伝
わ
る
国
引
き
神
話
の
舞
台
と
な
っ
た
雄
大

な
隠
岐
の
風
景
。
生
活
の
匂
い
あ
ふ
れ
た
網
代
港
。
急
な

斜
面
に
建
つ
夏
泊
な
ど
の
漁
村
。
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
顔
の
オ

コ
ゼ
な
ど
の
魚
。
そ
し
て
生
き
生
き
と
し
た
子
供
た
ち
。

夢
中
に
な
っ
て
描
き
続
け
て
、
年
月
が
経
ち
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、「
因
幡
の
白
兎
」
に
出
て
く
る
鮫
の
漁
が
、

島
根
の
港
で
始
ま
っ
た
と
聞
き
、
取
材
に
行
き
ま
し
た
。

岸
壁
で
は
水
揚
げ
の
最
中
で
、
フ
カ
ヒ
レ
を
採
取
す
る
作

業
を
、
家
族
で
協
力
し
て
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
傍
で

幼
い
子
供
達
が
、
無
邪
気
に
遊
ん
で
い
た
光
景
が
印
象
的

で
し
た
。
そ
の
後
、
船
に
乗
せ
て
貰
い
、
納
得
す
る
ま
で

写
生
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
そ
し
て
「
鮫
と
少
年
」

を
テ
ー
マ
に
、
連
作
シ
リ

ー
ズ
と
し
て
、
日
展
に
出

品
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。日

本
海
に
面
し
、
歴
史

と
文
化
に
恵
ま
れ
た
鳥

取
・
島
根
の
人
々
に
感
謝

し
な
が
ら
制
作
を
続
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

�

（
鳥
取
県
在
住
）
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作
家
人
生
―
私
の
仕
事
―

原
点

第
四
科
工
芸
美
術

理
事

春

山

文

典

造
形
素
材
と
し
て
金
属
と
の
出
会
い
は
東
京
藝
術
大
学
工
芸
科
入
学
後

で
あ
っ
た
。
イ
ン
テ
リ
ア
空
間
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
舞
台
美
術
家
を
目
指
し
工

芸
科
を
選
ん
だ
。当
時
の
同
科
は
三
年
次
よ
り
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
、

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
、
そ
し
て
鋳
金
、
鍛
金
、
彫
金
、
陶
芸
、

染
色
、漆
芸
等
各
専
攻
の
う
ち
か
ら
選
択
し
、進
級
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ

た
。
自
身
の
志
望
は
前
述
の
通
り
で
あ
り
迷
い
は
あ
っ
た
が
、
ま
ず
素
材

を
知
り
そ
の
特
性
を
生
か
し
た
造
形
が
肝
心
と
考
え
鋳
金
専
攻
へ
と
進
級

し
た
。
こ
の
選
択
や
、
そ
の
後
の
幾
つ
か
の
作
品
制
作
の
機
会
や
き
っ
か

け
で
進
む
道
が
変
わ
り
、
今
日
ま
で
歩
ん
で
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

鋳
金
専
攻
で
は
伝
統
的
な
工
芸
の
考
え
方
や
、
ま
た
今
に
繋
が
る
加
工

法
に
よ
る
作
品
制
作
に
理
解
を
示
さ
れ
る
指
導
教
官
が
い
ら
し
た
。
自
身

は
強
く
後
者
の
教
え
に
共
感
し
、蓮
田
修
吾
郎
先
生
の
教
室
に
進
級
し
た
。

先
生
は
二
十
世
紀
初
頭
ワ
イ
マ
ー
ル（
ド
イ
ツ
）で
起
こ
っ
た
バ
ウ
ハ
ウ
ス

の
思
想
、
美
術
と
建
築
の
統
合
的
な
新
し
い
造
形
教
育
に
共
感
な
さ
っ
て

い
た
。
伝
統
的
な
工
芸
技
術
を
学
ぶ
か
、
あ
る
い
は
金
属
に
よ
る
美
術
と

建
築
の
統
合
的
な
考
え
を
持
っ
た
造
形
を
学
ぶ
か
の
選
択
で
も
あ
っ
た
。

技
術
が
造
形
発
想
を
喚
起
し
、
発
想
が
技
術
を
生
み
出
す
の
で
あ
ろ
う

が
自
身
の
考
え
は
こ
の
統
合
的
な
造
形
を
強
く
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
工

芸
の
原
点
を
見
い
出
す
感
が
あ
っ
た
。

金
属
の
造
形
の
魅
力
に
取
り
込
ま
れ
て
い
っ
た
大
学
院
修
了
の
頃
に
は

恩
師
か
ら
強
く
日
展
や
現
代
工
芸
展
へ
の
出
品
を
勧
め
ら
れ
た
が
、
当
初

は
な
か
な
か
公
募
展
出
品
に
決
心
が
つ
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
こ
は
真

に
研
究
の
場
で
あ
り
、
先
輩
、
後
輩
そ
し
て
仲
間
の
意
見
や
講
評
の
大
切

さ
に
気
付
か
さ
れ
て
い
っ
た
。
併
せ
て
恩
師
が
主
宰
す
る
ド
イ
ツ
人
作
家

と
の
交
流
の
場
で
あ
る
金
属
造
型
展
に
約
三
〇
年
間
に
渡
り
関
わ
り
を
持

た
せ
て
い
た
だ
き
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
。
そ
の
影
響
か
展
覧
会
出
品
だ

け
で
は
な
く
、
実
際
空
間
へ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
ル
な
作
品
制
作
の
機
会
も

得
て
来
た
。
自
身
の
歩
み
を
見
た
時
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
の
場
は
次
の
制

作
へ
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
て
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
の
よ

う
な
制
作
動
機
の
反
復
運
動
に
よ
っ
て
更
に
表
現
の
深
化
、
そ
し
て
転

換
、
発
展
出
来
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

《キュービック 宙・華》
（平成３０年 改組 新 第５回日展出品作）

《大地の軸》 ２００８年 大阪市内

《風道》
（平成２０年 第４０回日展出品作）

《な・え・ば》（部分） １９８２年
上越新幹線 越後湯沢駅
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継
続
は
力
な
り

第
五
科
書

理
事

星

弘

道

僧
侶
に
な
っ
て
か
ら
書
を
始
め
た
だ
け
に
、
出
遅
れ
状
態
だ
っ
た
。
常

に
一
枚
で
も
多
く
練
習
し
よ
う
と
思
い
書
き
続
け
た
こ
と
が
よ
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

丁
寧
に
積
み
重
ね
て
仕
上
げ
て
い
く
芸
術
と
違
い
、
書
は
瞬
発
力
と
持

続
性
が
要
求
さ
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。仮
名
と
か
書
体
に
よ
っ
て
も
、

多
少
の
違
い
が
あ
り
、
そ
の
表
現
の
大
小
は
あ
る
と
思
う
が
、
筆
と
紙
の

接
筆
感
に
心
象
の
世
界
が
加
わ
る
こ
と
は
同
じ
で
あ
る
。
一
瞬
一
瞬
の
結

果
が
す
ぐ
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
故
に
、
満
足
い
く
も
の
が
な
か

な
か
で
き
ず
苦
し
む
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
反
面
、
技
と
心
象
が
合
致
し
た
と
き
に
、
自
分
で
持
っ
て
い
る

物
以
上
の
結
果
を
生
み
出
す
こ
と
も
あ
る
。
そ
こ
に
、
作
家
と
し
て
の
喜

び
を
感
じ
る
こ
と
に
な
り
、
ど
ん
ど
ん
深
み
に
は
ま
っ
て
い
く
こ
と
と
な

る
。
特
に
、
中
国
の
漢
字
の
も
つ
造
形
感
が
多
種
彩
々
で
一
生
か
か
っ
て

も
、
名
筆
と
い
わ
れ
る
書
に
ふ
れ
、
顕
す
こ
と
は
不
可
能
と
思
う
が
、
自

分
の
相
性
と
あ
う
も
の
を
求
め
現
存
す
る
資
料
を
注
視
し
て
手
の
中
に
お

さ
め
て
い
く
繰
り
返
し
が
大
切
だ
と
思
う
。
過
去
の
名
筆
と
い
わ
れ
る
人

た
ち
も
皆
、
こ
の
よ
う
な
方
法
で
絞
り
込
ん
で
い
っ
た
こ
と
と
思
う
。
こ

の
方
法
で
も
、
決
し
て
簡
単
な
こ
と
で
は
な
く
、
自
分
を
だ
す
こ
と
は
そ

ん
な
に
甘
い
も
の
で
は
な
い
。
だ
れ
だ
れ
の
書
の
に
お
い
ぐ
ら
い
の
と
こ

ろ
で
、
精
一
杯
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

書
の
難
し
さ
は
、
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
が
、
し
か
し
、
己
は
一

人
し
か
い
な
い
の
で
、
そ
こ
に
個
性
は
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
る
。
今
、
年
を
重
ね
自
分
の
こ
れ
か
ら
の
仕
事
は
ど
う
す
る
か
と
真
剣

に
考
え
て
い
る
。
な
か
な
か
結
論
は
出
し
得
な
い
が
も
う
一
度
原
点
の
法

帖
を
し
っ
か
り
再
確
認
を
し
な
が
ら
進
む
こ
と
が
一
番
大
切
な
の
か
と
考

え
て
い
る
。
追
い
か
け
て
も
追
い
つ
く
こ
と
が
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

こ
れ
が
生
涯
を
か
け
て
の
仕
事
の
よ
う
で
す
。

哲
学
者
・
詩
人
の
ア
ミ
エ
ル
曰
く
「
藝
術
作
品
に
は
、
均
衡
、
適
度
、

斉
一
と
い
っ
た
種
類
の
美
学
的
法
則
が
必
要
で
あ
る
」
と
あ
る
が
書
も
こ

の
所
を
は
ず
す
と
た
だ
の
媚
態
に
な
っ
て
し
ま
う
。
古
法
を
重
ん
じ
こ
れ

か
ら
も
精
進
し
た
く
思
っ
て
い
る
。

《蘇東坡詩》
（平成２年 第２２回日展出品作）特選

《菜根譚の語》（令和２年 改組 新 第７回日展出品作）

《妙法蓮華経・如来神力品第二十一》
（令和４年 第６６回現代書道二十人展出品作）

《
麟
鳳
遊
》
（
平
成
２８
年
改
組
新
第
３
回
日
展
出
品
作
）
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色使いが鮮やかで絵がはっきりとしている所が
とても好きです。引き込まれるような感覚にな
りました。
私も絵の勉強をしているので、とても参考にな
りました。ありがとうございました。

侑里奈さん１２歳

教
え
て
、
作
家
さ
ん
！

わ
く
わ
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
手
紙
を
書
こ
う
！
」

この作品は群馬と長野の県境あたりを取材したものです。
ブナ林のスケッチをするため、小径を歩いていると、眼下
に美しい川がありました。足元に注意し、下へ降りてみる
と、そこにはまるで何か全く違った生き物のような形をし
た倒木が川縁に横たわり、様々な動植物の棲家として存在
していました。その情景はとても美しく、作品にしないで
はいられない心持ちになりました。絵の勉強をされている
のですね。最初に受けた感動を絵で表現できるよう、気持
ちを込めて描いて下さい。技術は長く描き続けていれば確
実に身に付くので、それよりもむしろ喜怒哀楽などの感情
を表現できるようになることが大切です。これからも絵を
好きでいてくださいね。

長谷川喜久

昨年「第８回日展」開催時に、
「わくわくワークショップ
『手紙を書こう！』」という、
小・中・高校生から気に入った
作品の感想や質問を集める企
画を実施しました。手紙は４６５
通にも及びました。そのため、
皆様から好評をいただいてお
りますこの企画も、前号に続
きお届けします。

他の人とはちがうような、すみのにじみ出る様子が他の人とは
ちがうと思い、この作品を選びました。大たんにかけているの
とすみのかすみをうまく使い、大たんにかけているところがぼ
くは、気にいりました。すみのにじみに守られているように見
えました。また表具紙のあいしょうがとてもよく、げんかんに
あると帰って来たときにおちつける作品だと思います。さら
に、この作品を作るのに、たくさんの紙を使い苦ろうしたのだ
と思います。
このむずかしい漢字は、どういう意味ですか。また、なんと読
むのですか。なぜこの字（作品）にしようと思ったのですか。

宏太さん１０歳

い と

こんにちは。「だいたんに書けている。おちつける作品だ。」と作品の意図を感じ
取ってくれて、うれしく思います。作品名は「靈華」（霊華）、「れいか」と読みま
す。意味は「ふしぎな花」です。大切な人にすばらしい花をプレゼントしたい。

うすずみ

キリリと立ち、静かでおちついた感じで仕上げるために、薄墨で美しくにじみが
すみ ゆ えんぼく

出るように書きました。皆さんが使っている黒い墨は「油煙墨」といって、油を
すす すみ しょうえんぼく

もやしてできた煤で、墨を作ります。この作品は、「松煙墨」といって、松の木や
すす すみ すみ かんけい

松の根っこをもやしてできた煤で墨を作っています。紙と墨の関係によります
すみ

が、上手に使うと、この作品のように美しくにじみます。興味があったら、墨の
けんきゅう

研究をしてみませんか。
大森 哲

靈華

流・白く

第１８１号 日展ニュース １４



ピンクをイメージしたような色がとてもきれいでし
た。そして遠くからみていたときは気づきませんで
したが、近くによるとたくさんの点が一つの作品に
なっていることに気が付き、びっくりしました。
経験が積み重なっているのだろうなと思いました。
どの作品もすてきでした。また来年もすてきな作品
を楽しみにしています。

智夏さん１１歳

私は２０代の時夜明けの漁港を描いていて、水平線に
朝日の光がキラキラ光っていて、点々で表現し良かっ
たのがきっかけで点描画を描くようになりました。
観に来ていただきありがとう。また観に来てネ。

鈴木順一

オレンジ、赤、青色のまぜ方で、本当に夕日
の感じがします。そして、ふつうに毎日見る
物に注目すると、ステキだと思います。しか
も、太陽の書き方がきれいですね。
同じような絵をかき続けて、色々な賞状をも
らってください。

安敦さん９歳

私の作品は染色で布地に染めています。そのため、紙に描くよ
りきれいなグラデーションを作る事が出来ます。また、太陽

はく

（月）は箔という金属を薄く伸ばしたシートをはってありま
す。技法に目を止めてもらい、とても感心しています。カラス
は、学校や仕事を終わって、これから家に帰って、おいしい
ご飯を食べる、私達の小さい幸せを表現しています。毎日元気
で幸せでありますように。また日展を見に来てくださいね。

山本恭子

大きな口をあけていまにも鳴きそ
うなにわとりの姿に心をうばわれ
ました。
ちょうこくを作れる人はこの世の
天才です。

昊希さん１０歳

「大きな口をあけ、いまにも鳴きそうなニワトリの姿に心をうばわれま
した」という感想、とてもうれしく思いました。みて下さってありがとう。
ニワトリから言葉がきこえてきましたか？どのような事、ニワトリが
言っていたかな？人間（ヒト）のお家も、ニワトリのケージ（トリ小屋）の
中でも？この２年間コロナ禍で自由に行動出来ずザワザワしたり、イラ
イラすることが多くなってきたのではないでしょうか？１日も早く、楽
しくお喋りを気にせず出来たり、お出かけしたりとコロナを気にせずす
ごすことがしたい…。お家の中ばかりだと飽きちゃいますよね。ニワトリ
は私自身かもしれません。これからも、ニワトリの形で表現を続けます。
是非、観てくださいね。コロナに負けず明るく楽しく一日一日を大切にす
ごして下さい。それではまた、来年日展であいましょう。

田中厚好

帰途

海潮音

列島の中で
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「
二
〇
二
二
年
度
高
崎
市
タ
ワ
ー
美
術
館

企
画
展

日
展
の
日
本
画
」
開
催

日
展
会
館
所
蔵
作
品
よ
り
日
本
画
約
６０
点
を
展
示

会
期
令
和
４
年
９
月
１７
日（
土
）

〜
１１
月
１３
日（
日
）

主
催
・
会
場
高
崎
市
タ
ワ
ー
美
術
館

群
馬
県
高
崎
市
栄
町
三
―
二
三

電
話
０
２
７（
３
３
０
）３
７
７
３

協
力
公
益
社
団
法
人
日
展

※
観
覧
料
等
詳
細
に
つ
い
て
は
主
催
・

会
場
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

日
展
出
版
物
・
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

割
引
販
売
の
ご
案
内

日
展
図
録
（
５
部
門
・
５
分
冊
）

割
引
価
格
各
一
、
〇
〇
〇
円（
税
込
）

日
展
作
品
集

割
引
価
格
一
、
〇
〇
〇
円（
税
込
）

※
送
料

一
冊
五
〇
〇
円

※
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、

在
庫
が
僅
少
の
回
も
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
問
い
合
わ
せ
先
）

〒
１１０
―
０００２
東
京
都
台
東
区
上
野
桜
木
２
―
４
―
１

公
益
社
団
法
人
日
展
事
務
局

出
版
物
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３（
３
８
２
１
）９
５
４
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３（
３
８
２
３
）０
４
５
３

左
の
先
生
方
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

安
堵

蒼
樹
先
生（
日
本
画
・
会
員
）

４
・
２
・
１３

小
川

泰
彦
先
生（
工
芸
美
術
・
会
員
）
４
・
２
・
２２

木
内

禮
智
先
生（
彫
刻
・
会
員
）
４
・
４
・
１１

三
塩

清
巳
先
生（
洋
画
・
会
員
）
４
・
４
・
３０

内
山

孝
先
生（
洋
画
・
会
員
）
４
・
５
・
２４

会
員
・
準
会
員
・
会
友
・
出
品
者
の
皆
様

お
引
越
し
な
ど
で
、
住
所
・
電
話
番

号
等
が
変
わ
ら
れ
た
際
に
は
、
日
展
事

務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

編

集

後

記

世
界
情
勢
不
安
で
は
あ
り
ま
す
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
閉
塞
感
は
幾
分
明
る
い
方

向
へ
向
か
っ
て
い
ま
す
。
現
代
に
生
き

る
芸
術
は
ま
さ
に
世
相
と
と
も
に
あ
り
、

各
地
で
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

今
号
に
は
理
事
長
・
副
理
事
長
の
就

任
・
退
任
の
ご
挨
拶
、
五
月
末
の
総
会

報
告
、そ
し
て「
作
家
人
生
―
私
の
仕
事
」

と
し
て
芸
術
界
を
牽
引
し
て
こ
ら
れ
た

お
二
人
の
先
生
の
貴
重
な
お
話
な
ど
を

紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

苦
し
い
状
況
下
に
お
き
ま
し
て
も
、

日
展
は
日
本
に
お
け
る
芸
術
活
動
の
発

表
の
場
と
し
て
展
覧
会
の
開
催
を
続
け

て
い
ま
す
。

毎
年
新
た
な
作
品
を
制
作
し
続
け
る

た
め
、
自
ら
を
叱
咤
激
励
し
て
い
る
わ

け
で
す
が
、
お
互
い
に
個
々
の
信
念
を

尊
重
し
、
秋
の
展
覧
会
に
む
け
て
更
な

る
意
欲
を
か
き
た
て
て
参
り
た
い
も
の

で
す
。

（
福
光
）

編
集
委
員

川
田

恭
子

水
野

收

清
水

優

前
原

喜
好

堤

直
美

野
原

昌
代

月
岡

裕
二

友
定

聖
雄

西
村

東
軒

福
光

幽
石

表
紙

「
雨
も
よ
い
」

一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
年
）

改
組
第
一
回
日
展

１
４
０
×
１
２
０
㎝

海
野

建
夫（一

九
〇
五
〜
一
九
八
二
）

日
展
史
第
三
十
二
巻
掲
載

日
本
芸
術
院
蔵

文
化
庁
許
可
済

第 ８ 回 日 展 巡 回 展
入場者数（人）

６９，２０１

２０，７９０

１９，５０１

２９，４９８

１３，３４９

１４，８５６

開 催 者

公益社団法人 日 展

日展京都展実行委員会

中 部 日 展 会

日展大阪展実行委員会
安曇野市豊科近代美術館
公益財団法人安曇野文化財団
北 國 新 聞 社

会 場

国 立 新 美 術 館

京都市京セラ美術館

愛知県美術館ギャラリー

大 阪 市 立 美 術 館

安曇野市豊科近代美術館

石 川 県 立 美 術 館

会 期

２０２１年１０月２９日～１１月２１日
１２月１８日～

２０２２年１月１５日
２０２２年１月２６日～２月１３日

２月２６日～３月２１日

４月２３日～５月１５日

５月２８日～６月１９日

開催地

東 京

京 都

名古屋

大 阪

安曇野

金 沢

開催順

１

２

３

４

５
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